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別記様式第 4号 

会 議 等 結 果 報 告 書 

会議区分 会 議 ・ 打合せ ・ 協 議 
文書番号 ５５１ 

決裁期日 平成２７年１２月１５日 

名 称 第２回放課後事業運営協議会 会議 

日 時 平成２７年１１月２５日（水）１６時００分 ～ １７時１５分 

場 所 社会教育総合センター 大集会室 

出席者 

委員：稲毛委員長、米澤副委員長、堀内、川村、相馬、林、杉本、和田、瀬田、 

佐藤  １０名 

教育委員会：服部教育長、野崎課長、北川主査、月東、若林社会教育指導員 

保健福祉課：安井主幹 

内 容 

 野崎課長進行 

教育長、委員長の挨拶後、委員長の進行により議事開始。 

 

○報告事項 

１ 平成 2７年度放課後事業状況について、(1)～(4)について説明報告・・・北川報告 

  27 年 10 月末現在の登録及び利用状況等について報告  質疑なし 

 

２ 活動状況について 

(1) 放課後スクール・・・月東社会教育指導員報告 

上小、西小とも問題なし。 

本日、上小スクールでステージに頭をぶつけた報告があり、18時に自宅へ電話で状態

確認する。 

また、特別支援の児童に手をかけすぎる児童がおり、堀内教頭に相談し担任が児童と

保護者に意見を聞いたが、本人も嫌がることなく過ごしている。指導員が気になると

きは「本人のやりたいことをする時間」として双方児童に了解をとり支援している。

学校の協力を得ながら支援している。 

西小は上級生がお兄ちゃんのように異学年交流している。 

(2) 放課後クラブ・・・若林社会教育指導員報告 

今年度も 8か月過ぎ、大きな問題なく過ぎている。 

11 名で、ただの預かりでなく安全・安心して過ごしてもらうようにしている。チャレ

ンジタイムで汗をかき、ゲームするよりも良いすごし方をしていると思っている。紙

ヒコーキ大会など体を動かすだけでなく、文化祭の折紙作品、リース作りなど楽しか

ったと言ってもらえるようにしたい。子どもと遊ぶだけでなく、子ども同士遊ぶよう 



 

内 容 

  にしている。クラブは開放的な気になる場で、生意気で大人に対し「お前」などの

発言があれば指導している。広報紙「ほう・かみん」で保護者に様子など周知して

いる。西小・東中小からのスクールバス移動もスムーズになり、後片付けも手伝う

児童も出てきた。チャレンジの不参加も行くよう促し、話を聞く姿勢もつき、怒鳴

らなくても集合が早くなり、いいことだと思う。できないのは挨拶と言葉で、今後

も指導し、入り口で声かけを続ける。迎えに来た保護者にはいいことは伝えるよう

にしている。コンタクト取りながら家庭、学校と連携していきたい。 

  グレーゾーン（特支）の児童の対応が気を付けているが難しい。上級生が手本とな

ってほしいが下級生の面倒を見れない。 

  11 名でミーティングで話し合い次につなげていきたい。 

  中富良野の放課後クラブが活動の様子を見学に来所。参考にしたいと言葉があっ

た。 

委員の意見 

 佐藤委員  クラブは落ち着いてきた様子。保護者から意見があるか。 

 若林社指  意見はないが「ありがとう」の言葉に表れている。 

 林委員   西小の児童はなじんでいるか。 

 若林社指  孤立することなくなじんでいる。 

 林委員   明細が見づらかった。 

 北川     今は回数と金額の内訳が分かる明細にしたが、意見あれば改善する。 

 佐藤委員  グレーゾーンは学校でも大変。支援を求められたら対応していく。 

 堀内委員  同じ屋根の下におり担任と連携取りやすいので、困ったことは言って欲

しい。コミュニケーション取っていきたい。預かり保育で気の毒と思っ

ていたが、カリキュラムに沿い運営しているので生き生きしている。学

校と相乗効果がある。異学年交流が子どもにメリットになっている。1

年で成長が見られる。 

 川村委員  バスでクラブに元気に行っている。言葉づかいを指導していきたい。ス

クールバスの乗り方が悪いと運転手から連絡あり、指導していく。 

 相馬委員  日誌コピーで様子を知らせてもらい、指導員の意見を聞きながら学校と

連携していく。クラブの様子を見たい。東中だけでかたまっていたが交

流の幅を広げてほしい。 

 林委員   放課後事業には感謝している。にぎやかな中で毎日大変と思う。宿題と

遊びの時間を持っているので助かっている。 

 杉本委員  延長利用が少ない。いろんな子がいて大変と思うが研修もしているよう

で良い。 

 和田委員  前回会議を欠席のため、まだ内容がつかめていない。自分の子ども時と

比べ自由奔放だ。 

 瀬田委員  事故が減っている。学校と相乗効果が出ているのは良い。言葉づかいは

キャンペーンなどで取り組んでほしい。 

  

 



３ 平成２８年度放課後事業保護者説明会について・・・北川説明 

 堀内委員  募集案内の休業日に土曜日を加えた方がいい。 

 

４ その他 

 ・指導員体制は現状クラブ常時１１名平日７名勤務。スクールは８名で上小２名、西小

３名勤務で運営しているが、欠員などの状況になったら随時募集していく。 

 ・運営協議会は昨年大きく制度改正があったが、今年度は委員の皆さんに協議いただく

案件がないため、今年度はこれで最後となる。次年度は５月頃に２７年度実績と２８

年度計画など報告予定している。 

教育長  人の確保が難しいが、テーマを決め安心して過ごせる様にしていくが課題も

ある。今後ともご協力お願いしたい。 

 

 


